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(＊印部分は補足、追加事項) 
p.113、§16-7 の設問部分： イタリック部に… → 不定詞に… 

        ＊ミスのため一部の語がイタリックになっているが、無視するか立体にもどす。 

p.204、§31-5 注(1)の１行目： wYQTL → waYQTL (w の後に a を補足) 

p.226、下３行目、NB1 ：文末の ym[ → yM[ (m にダゲシュを付す）  ＊出典は出 8:17 

p.250、下 11 行目： 行頭の cf. を前行の$lhth の左に移動 → cf. $lhth … 

        ＊動詞休止形にはバリエーションがあるので、辞書等で確認のこと。 

p.255、項目(3)[例]： ＊表中イタリック表記の部分は、立体表記の方がよい？！ 

p.272、講読 12 の出典： 1:18-2:10 → 1:18-1:25 

      本文 2 行目文頭~r<j,b.W. ：語頭の接続詞 W に付いている余分なシュヴァを削除 

    ＊本文 7 行目~h,yteaJox;me： -taJox;「罪」の部分は-taJ'x;または-tAaJ'x; と同じ 

p.307、上 18 行目： 書名中の Languages:がダブっているので、これを削除 

 


